
パ ソ コ ンを利 用 した新 しい案 いもち発 生 予 察 システム

〈 農 拭  環 境 部  )

1 す 背景 とね らい

棄 いもち は 、水種 の最 も重要 な痛害 のひ とつで あ る。そ の発生 は広域 にわ た り、急 激

に至延す る とい う発生 過 程 を とるため、防 除が手遅 れ にな る例 が少 な くな い。 そ の た携

従来 か ら病 害 虫発 生 予 察 に基 づ き防 除指導 を行 つて きたが 、今 回 「ア メダ スデ ー タ利 用

による葉 いも ち発 生 予 察 法 ( 8 L A S T A M ) 」の パ ソヨン に よ る電算 化 システム を開 発 し発 生

予察へ の応 用 を検 討 した結 果 、従来 の予察 方法 よ り精度 が 高 く、迅 速 な予 察 が可 能 とな

ったの で、参 考 に供 す る。

2 、 技術 内容

1 ) 予 察 の 目標   本 予 察 法 は、 アメダ スデ ー タを使 って いもち痛 面 の感 染 に好 通 な条

件の推 定 をと に以 下 の予 察 を行 う。従来 の予察 法 と比 較 して精度 が 高 く、 1 週 間程 度

早 い予 測 が可 能 で あ る。
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(1)広域的初発生時期 :広い姓な (市町村、

都ヽ防除所官内等を指し、条件によつて

確日はスをる)で 一斉に等質の病班が発

生する時期.取 りに百などが原日となつ

て、その問辺部で起る局所的な彙生とt4

兵rtる。

(2)急増期 :通年広な的初発生の約 1週間

後にみられ、確班敵が急激に増加する時

R 呂 .
広な的初発

  回

状況に応 じ

1 2回 捜 り

返す。

第1図 新 しい薬いもち発生予察法と防除対応

2 ) 予 察 内容 の伝達 と防 除対応   予 察 内容 の伝 達 t よ、 6 ～ 7 月 の 痛害 虫発 生 予 察 情 報

および テ レホ ンサ ー ビスで行 う。通常 、一斉 防除 開 始 時期 は急 増 期 前 後 に あ た るの で

下記の要 領 で 防 除 を実 施 す る。
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予防的効果の優れた菜高1
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3 ) シ ステ ムの概要   ( 省 略 )

3 、 指導上 の留意事 項

1 ) 予 察 の精度 向上 を図 るため 、広域 的初発生 が予測 され る時期 に発生確報調 と を行 う

ことが望 ま しい。な お、現在 この調査 は病害 虫防除所 が実施 して い るの で、痛害 虫 防

除所 の情報 を十 分参考 にす る こ と。

2 ) 本 予察法で は、広域 的初 発 生 以外 の局所 的な発生 は予 測 で きな い。取 り置首 等 濃奮

な伝染源周辺で の局所 的な発生 は、広域 的初発生 よ り早 い場 合 が多 いので 、従来 の 目

安 ( 最低気温 で 5 日 間の平均 が 1 7 °C を起 え ると開 もな く発 生 をみ る) に よって 、早 期

発見早 期防除 に努 め る。

3 ) オ リゼ メー ト粒剤 の水面施 用時期 は、本予察 法で は予 測で きな い。平年 の初発 日 (

県南 部 6 月 第 6 半 旬 、県中部 7 月 第 1 ～ 2 半 句 ) の 約 1 0 日 前 を 目安 に施用 す る。
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5 、 拭験 成績 の概t 要

第 1表  広 域的初発生時期の予測と適合性

N
県南部  (水 沢防除所) 県中部  (盛 岡防除所) 沿岸部  (宮 古防除所) 県北部  (二 戸防除所)

予測lE 実測値 通合度 予測値 実測恒 通合度 予測恒 実測恒 通合度 予測恒 実測恒 適合度

5 7 7/C) 7/鳥 ◎ 7/《》 7/O ◎ な  し な  し ◎ な  し な  し ◎

7/⑥ 7/⑥ ◎ 7/⑥ 7/③ ◎ な  し な  し ◎ な  し と  し ◎

5 9 6/⑥ 64島 ◎ 7/③ 7/(》
=守Frし

O 6/⑥ 7/④ X 6/① 7/0 X

6 0 7/O 7/③ ◎ 7/③ 7//O。 ◎ 7/④ 7/ナをど◎ 7/④ 74亀 ◎

1)値 は月/半 旬を示す. 2)◎ :良 く通合した。O:ほ ほ通合した.X:通 合しない。

第2表  従 来の葉いもち初発時期予察の目安との比較 (県南部)
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